３月新刊のお知らせです。
西川　潤・蕭　新煌編
『東アジア新時代の日本と台湾』明石書店、３６４ページ、５５００円＋税

東アジア新時代の到来が叫ばれる今日において、文化的、歴史的にも日本と
深い関係を有する隣国、台湾をどう見るべきか? 2008年の国民党新政権
発足後の台湾の動向に焦点を当てつつ、日台関係の歴史、台湾人のアイデンティティ、
台湾経済の現状を調べ、米中を含めた東アジアの国際関係、両岸関係の中での
日本と台湾、両国関係の今後を展望する。
http://www.ios.sinica.edu.tw/ios/publish/info/JapanTaiwanRelationsinEastAsiasNewEra.html
 
西川　潤・松島泰勝・本浜秀彦編
『島嶼沖縄の内発的発展』藤原書店、３９２ページ、５５００円＋税、
 
本土依存型の開発が曲がり角に来た沖縄。ポスト振興開発時代と東アジア共同体
時代に２１世紀沖縄の針路はどうか。一方では琉球列島に内在する豊かさを再発掘しながら、
他方ではアジア海域世界の要所に位置する利点を生かしたネットワーク型発展の可能性を提言する。
内発的発展論を踏まえ、地方分権時代の先端に立ちつつ、21世紀沖縄の将来像を展望する共同研究！
http://www.fujiwara-shoten.co.jp/shop/index.php?main_page=product_info&products_id=1121
